
県 南 部 転 換 畑 に お け る 小 麦 多 収 技 術 ( 総 括 )

( 農 試  県 南 分 場 )

1 .  背景 と ね ら い

岩 手 県 に お け る 小 菱 の 収 量 水 準 は 依 然 2 0 0 ‐3 0 0 k g 台の 低 水 準 に 留 ま っ て い る。 小 菱

は 生 育 期 間 が 長 い た め 地 力 に 左 右 さ れ や す く、 地 力 に 見 合 つ た 品 種 の 選 定 お よ び 施 肥

対 応 が 必 要 と さ れ る。 そ こ で 5 ケ 年 間 に わ た り、 県 南 地 域 の 代 表 的 な 土 壌 型 で あ る
' 沖

積 土 ( 県 南 分 場 ) 、 賛 色 重 粘 土 ( 江 刺 市 柏 原 ) 、 離 質 酸 性 黒 ポ ク 土 ( 和 賀 町 後 藤 野 )

の 転 換 畑 に お い て、 各 種 小 菱 品 種 を 用 い た 施 肥 試 験 を 行 っ た 結 果、 土 壌 型 及 び 品 種 に

よ る施 肥対応 技 術が 明 らか にな ったの で指導 参考 事項 に供 したぃ。 な お本 技 術 での播

種 は 全 て ド リ ル 又 は 全 面 全 層 播 で あ る。

2 .  技術 の 内 容

土 壌 型 改 善 要 因 施 肥 対 策 ( O 重 点 項 目 )

O 厩 肥、 土 改 材、 O 年 内 追 肥 ( N 2 ‐3 k 8 )

年 内 追 肥、 O 融 雪 期 追 肥 ( N 4 k 3 ) 、減 分 期 追 肥

O 滅 分 期 追 肥 ( N 2 k 8 )

O 出 穂 期 追 肥 ( N 2 k 8 )

穏 数、 全 重 不 足

中 後 期 茎 数 滅

一 穂 粒 数 不 足

千 粒 重 不 足

黄 色 土

沖 積 土

穂 数、 全 重 不 足

初 期 碁 敷 不 足

中 後 期 室 数 減

千 粒 重 増 大

一 穂 粒 数 増 大

倒 伏 ( ナ ン プ )

生 育 量 増 大 ( ハ チ マ ン )

高 ま 自 化 ( ハ チ マ ン )

O ほ 肥、 土 改 材、 基 肥 増、 ( 年 内 追 肥 )

基 肥 増、 ( 年 内 追 肥 )

O 融 雪 期 追 肥 ( N 4 k 8 ) 、O 滅 分 期 追 肥

O 出 穂 期 追 肥 ( N 2 k 8 )

O 減 分 期 追 肥 ( N 2 k = )

基 肥 標 準 ( N 4 - 5 k 8 ) 、O 融 雪 期 追 肥 核 ( N 2 k 8 )

O 基 肥 増 ( N 8 k 8 ) 、融 雪 期 くN 4 k g ) 、減 分 期 ( N 2 k g )

出 穂 期 追 肥 ( N 2 k 8 )

3 , 指 導 上 の 留 意 点

( 1 ) 地力 の 低 い 土 壌 ほ ど 基 肥、 追 肥 等 の 施 肥 効 果、 及 び ほ 肥、 土 改 材 等 の 上 壌 改 良 効 果

は 大 き く な る。 逆 に 地 力 の 高 い 土 壊 で は こ れ ら の 効 果 は 低 く、 む し ろ 耐 肥 性 や 倒 伏 程

度 に 差 の あ る 品 種 の 効 果 の 方 が 高 い。

( 2 ) 年内 通 肥 は 表 面 散 布 の た め、 北 海 道 や 長 野 県 で 確 認 さ れ て い る 様 に 単 純 な 基 肥 増 よ

り も 効 果 が 高 い。 但 し 遅 れ る と 雪 質 病 の 危 険 が あ る の で 早 め に 実 施 す る。

( 3 ) 長期 連 作 に よ る 立 枯 病 多 発 圃 場 で は 施 肥 効 果 が 乱 さ れ る。 特 に 尿 素 追 肥 は 立 枯 病 を

助 長 し や す い。 尿 素 に 管 わ る 肥 料 と し て 現 在 塩 安 を 検 討 中 で あ る。

4 . 参 考 資 料

小 野 剛 志 他 4 名  着 手 農 試 研 報  岩 手 県 南 部 の 転 換 畑 に お け る 土 壊 型 別 小 麦 の 施 肥 法

に つ にヽ で   1 9 8 7 . 4 .
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